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休商休商休商休商

福茶福茶福茶福茶

初市初市初市初市

夜夜夜夜
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御御御御
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でででで
すすすす
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福福福福
茶茶茶茶
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お
正
月
に
い
た
だ
く
『
福
茶
』
を
御
存
知
で

す
か
？
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
山
形
で

は
馴
染
が
な
い
よ
う
で
す
。

福
茶
は
簡
単
に
言
う
と
、
玄
米
茶
に
黒
豆

や
干
し
た
梅
干
・
昆
布
が
入
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

親
戚
が
東
京
で
お
茶
屋
さ
ん
を
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
元
旦
の
朝
と
節
分

の
夜
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
私
は

育
っ
て
き
ま
し
た
。
福
茶
に
は
次
の
よ
う
な

言
わ
れ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

天
暦
五
年
（
9
5
1
）
京
の
町
に
疫
病
が
流

行
し
、
村
上
天
皇
は
空
也
上
人
に
悪
疫
退
散

の
勅
命
を
下
し
ま
す
。
空
也
上
人
は
梅
干
を

添
え
た
お
茶
を
施
し
、
効
果
を
得
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
あ
や
か
っ
て
、
村
上
天
皇
は
、

毎
年
正
月
元
旦
に
茶
を
服
さ
れ
た
こ
と
が
「
福

茶
」
の
始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
朝
廷
の

儀
礼
と
な
り
、
更
に
は
庶
民
の
習
俗
と
し
て

定
着
し
ま
し
た
。

名
前
は
、
天
皇
が
飲
ま
れ
る
こ
と
か
ら
「
王
服

茶
」
ま
た
は
「
皇
服
茶
」
と
呼
ば
れ
、
後
に
転
じ

て
「
大
福
茶
」
や
「
福
茶
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

桶桶桶桶
町町町町

樽樽樽樽
物物物物
町町町町

塗塗塗塗
師師師師
町町町町

材材材材
木木木木
町町町町

御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
地
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御

殿
堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な

ど
『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内

容
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
五
号
で
す
。

◆◆◆◆
『『『『
一一一一
月月月月
十十十十
日日日日

山山山山
形形形形
初初初初
市市市市
』』』』
◆◆◆◆

山
形
初
市
は
、
山
形
の
基
礎
を
築
い
た
戦
国

武
将
、
最
上
義
光
の
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行
事

で
す
。
十
日
町
に
あ
っ
た
市
神
の
祭
り
と
し
て

始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
正
月
な
ら
で
は
の
縁
起
物
の
初
ア
メ
、
カ
ブ
、

だ
ん
ご
木
、
臼
、
だ
る
ま
な
ど
の
縁
起
物
を
買
っ

て
帰
る
の
が
慣
わ
し
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

カ
ブ
は
同
業
組
合
の
株
に
か
け
て
商
売
繁
盛

を
願
う
意
味
。
だ
ん
ご
木
は
ミ
ズ
キ
の
枝
に
色

と
り
ど
り
の
だ
ん
ご
の
ふ
な
せ
ん
べ
い
を
刺
し

た
も
の
で
、
豊
作
へ
の
願
い
を
込
め
て
い
る
そ

う
で
す
。
木
工
品
は
山
形
市
郊
外
の
特
産
品
で

す
。１

．
４
キ
ロ
に
及
ぶ
目
抜
き
通
り
を
歩
行
者

天
国
に
し
て
、
通
り
の
両
側
に
毎
年
約
２
７
０

も
の
店
舗
が
出
店
し
、
毎
年
２
０
万
人
前
後
の

人
が
訪
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

正
月
の
雪
が
舞
う
中
、
び
っ
し
り
並
ん
だ
露

店
か
ら
威
勢
の
よ
い
売
り
声
が
響
き
、
家
族
連

れ
な
ど
で
ご
っ
た
返
す
昔
か
ら
残
る
風
景
の
ひ

と
つ
で
す
。
皆
様
も
是
非
『
山
形
初
市
』
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

次
号
の
発
行
は
一
月
七
日
で
す
。

来
月
も
皆
様
と
紙
面
で
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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町町町町
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町町町町

山
形
城
下
の
町
人
町
は
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
三

十
町
を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
殆
ど
は
最
上
時
代
に
成

立
。城

下
町
に
は
南
北
に
走
る
羽
州
街
道
を
取
り
込

み
、
そ
の
街
道
沿
い
に
南
か
ら
順
に
五
日
町
・
八
日

町
・
十
日
町
・
七
日
町
な
ど
市
日
を
冠
し
た
町
の

名
前
が
並
び
ま
す
。
中
心
部
は
東
大
手
門
前
の
七
日

町
に
な
り
ま
し
た
が
、
羽
州
街
道
に
併
行
し
て
東
部

に
は
職
人
町
が
置
か
れ
ま
し
た
。
檜
物
町
・
銀
（
し

ろ
が
ね
）
町
・
桶
町
・
蝋
燭
町
・
塗
師
町
な
ど
で
、

鍛
冶
町
・
胴
町
な
ど
は
北
部
郊
外
近
く
に
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。
火
を
扱
う
職
人
の
町
は
、
火
の
災
い

が
城
下
町
ま
で
及
ば
な
い
よ
う
に
、
馬
見
ヶ
崎
川
よ

り
も
北
に
置
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

城
下
町
山
形
は
、
家
臣
が
集
住
す
る
軍
事
都
市
と

し
て
作
ら
れ
、
政
治
・
経
済
の
中
心
で
も
あ
っ
た
た

め
羽
州
街
道
以
外
に
も
街
道
が
四
方
に
発
達
し
て

い
ま
し
た
。
仙
台
方
面
に
は
笹
谷
街
道
・
庄
内
方
面

に
は
六
十
里
越
街
道
・
置
賜
の
荒
砥
方
面
へ
は
狐

越
街
道
と
な
り
、
い
ず
れ
も
山
形
を
起
点
と
し
て
い

た
の
で
す
。

城
下
町
は
軍
事
的
・
政
治
的
な
要
請
を
優
先
し

て
短
期
間
で
作
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
経
済
的
な
条

件
も
稼
動
し
な
け
れ
ば
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
山
形
城
下
の
各
町
の
運
営
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
そ
の
成
立
期
か
ら
田
畑
に
か
か
る
石
高
を

も
っ
て
い
た
こ
と
。
七
日
町
は
四
一
二
石
余
り
。
こ

れ
ら
の
田
畑
は
山
形
城
下
町
の
周
辺
に
散
在
し
て

い
た
の
で
す
。
こ
の
状
態
は
全
国
的
に
見
て
も
珍
し

い
こ
と
の
よ
う
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
城
下
町
建

設
期
の
事
情
を
反
映
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
山
形
城

下
町
の
建
設
が
周
辺
の
開
発
と
同
時
に
城
下
町
の

町
人
も
参
加
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
山
形
城
下
町
を
流
れ
る
笹
堰
・
御
殿
堰
・

八
ヶ
郷
堰
が
周
辺
農
村
だ
け
で
は
な
く
、
城
下
町
人

に
も
深
い
関
係
が
あ
っ
た
の
は
そ
の
た
め
だ
そ
う

で
す
。
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年年年年
末末末末
年年年年
始始始始

休休休休
商商商商
日日日日
のののの
おおおお
知知知知
らららら
せせせせ
』』』』

御
殿
堰
内

全
て
の
店
舗
で
元元元元
旦旦旦旦
はははは
休休休休
商商商商

日日日日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■■■■
岩岩岩岩
淵淵淵淵
茶茶茶茶
舗舗舗舗

十
二
月
三
一
日

九
時
半
～
十
七
時
迄

一
月
二
日

九
時
半
～
十
七
時
迄

■■■■
KKKK
EEEE
NNNN

OOOO
KKKK
UUUU
YYYY
AAAA
MMMM
AAAA

CCCC
AAAA
SSSS
AAAA

十
二
月
三
一
日

十
時
～
十
六
時
迄

一
月
二
日

九
時
半
～
十
七
時
迄

■■■■
結結結結
城城城城
屋屋屋屋

十
二
月
三
一
日

十
時
～
十
六
時
迄

一
月
二
日

九
時
半
～
十
七
時
迄

■■■■
庄庄庄庄
司司司司
屋屋屋屋

十
二
月
三
一
日

八
時
～
二
十
三
時

一
月
二
日

十
一
時
～
十
六
時
迄

■■■■
CCCC
LLLL
AAAA
SSSS
SSSS
IIII
CCCC

CCCC
AAAA
FFFF
EEEE

十
二
月
三
十
日

十
一
時
半
～
二
十
三
時
半
迄

一
月
二
日

十
一
時
半
～

（
十
二
月
三
一
日
・
一
月
一
日

休
商
）

■■■■
WWWW
AAAA
KKKK
AAAA
NNNN
OOOO
YYYY
AAAA

IIII
GGGG
EEEE
TTTT
AAAA

十
二
月
三
十
日

十
時
～
十
八
時
迄

一
月
三
日

十
時
～
十
八
時
迄

（
十
二
月
三
一
日
・
一
月
一
日
・
一
月
二
日

休
商
）
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十十十十
二二二二
月月月月
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ナナナナ
イイイイ
トトトト
ババババ
ザザザザ
ーーーー
ルルルル
』』』』
開開開開
催催催催

～
今
年
最
後
の
お
得
が
目
白
押
し
！
～
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日日日日
町町町町
ナナナナ
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ザザザザ
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2222
0000
1111
0000
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七
日
町
商
店
街
が
総
力
を
挙
げ
て
お
届
け

す
る
、
今
冬
最
大
の
お
買
い
得
イ
ベ
ン
ト
「
ナ

イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
。
当
日
限
定
の
様
々
な
お
得

サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て
、
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

水
の
町
屋
御
殿
堰
で
は
、
岩
淵
茶
舗
・
結

城
屋
・
庄
司
に
て
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
特
別
の

サ
ー
ビ
ス
を
。
岩
淵
茶
舗
・
結
城
屋
で
は
店
頭

ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
も
行
い
ま
す
。
※
サ
ー
ビ
ス
の
詳

細
は
『
ほ
っ
と
な
る
通
信
』
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ほ
っ
と
な
る
広
場
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
十
三
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非
ナ
イ

ト
バ
ザ
ー
ル
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆◆◆◆
『『『『
イイイイ
ルルルル
ミミミミ
ネネネネ
ーーーー
シシシシ
ョョョョ
ンンンン
点点点点
灯灯灯灯
』』』』

十
一
月
十
九
日

十
七
時
に
『
七
日
町
大
通

り
』
十
日
町
角
～
文
翔
館
前
の
約
一
、
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
街
路
樹
に
渡
り
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。
御
殿
堰
で
は
、
白
と

青
の
灯
り
が
幻
想
的
に
輝
い
て
い
ま
す
。

通
り
に
面
し
た
樹
木
・
御
殿
堰
施
設
内
の

蔵
前
の
樹
木
は
穏
や
か
に
灯
り
。
井
戸
の
底

に
は
、
な
ん
と
星
が
輝
い
て
い
ま
す
。

是
非
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
に
御

殿
堰
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

～山形の冬の風物詩～

「第二十回 光のプロムナード2010」


